
二
月
十
六
日
の
午
後
六
時

三
〇
分
か
ら
港
区
民
セ
ン
タ
ー

で
、
全
国
一
〇
ヶ
所
で
開
か

れ
る
集
会
の
締
め
括
り
と
し

て
『
二
・
一
六
関
西
労
働
者

集
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
八
尾
北
医
療
セ

ン
タ
ー
労
組
の
灰
垣
書
記
長

か
ら
開
会
の
挨
拶
と
、
昨
年

一
〇
月
の
『
国
鉄
闘
争
全
国

運
動
関
西
』
で
基
調
報
告
を

さ
れ
、
そ
の
末
に
亡
く
な
っ

た
国
労
・
富
田
益
行
さ
ん
へ

の
黙
祷
、
民
主
労
総
ソ
ウ
ル

地
区
本
部
か
ら
の
連
帯
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
動
労
西
日
本
の
原

田
さ
ん
か
ら
基
調
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
初
め
に
「
国
鉄

分
割
・
民
営
化
か
ら
二
八
年
。

北
海
道
、
貨
物
会
社
の
例
を

見
る
ま
で
も
な
く
、
経
営
力
・

財
政
の
破
綻
は
明
ら
か
で
、

関
西
で
も
ロ
ー
カ
ル
線
の
本

数
削
減
な
ど
の
政
策
で
、
労

働
者
は
再
び
路
頭
に
放
り
出

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

し
て
、
以
下
六
点
に
わ
た
っ

て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

①
中
西
副
委
員
長
へ
の
解
雇

攻
撃
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
粉
砕

す
る
！

病
気
欠
勤
し
て
い
た
動
労

西
日
本
の
中
西
副
委
員
長
の

復
職
要
求
を
デ
タ
ラ
メ
な
条

件
を
付
け
て
拒
否
し
、
解
雇

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
解
雇

攻
撃
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
粉
砕

し
よ
う
。

②
二
・
一
六
国
鉄
集
会
の
意

義
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ

る
不
当
解
雇
か
ら
二
八
年
。

本
集
会
は
、
全
国
一
〇
ヶ
所

で
開
催
し
て
い
る
国
鉄
集
会

の
締
め
く
く
り
と
な
る
も
の

で
す
。
新
自
由
主
義
の
突
破

口
だ
っ
た
国
鉄
分
割
・
民
営

化
に
立
ち
向
か
い
勝
利
し
て

き
て
い
る
国
鉄
闘
争
全
国
運

動
こ
そ
、
世
界
の
労
働
者
階

級
と
固
く
結
び
つ
く
も
の
で

す
。
労
働
者
の
真
の
国
際
連

帯
を
発
展
さ
せ
、
職
場
と
世

界
の
仲
間
を
守
り
抜
き
ま
し
ょ

う
。

③
動
労
千
葉
鉄
建
公
団
訴
訟

に
勝
利
し
よ
う
。

一
審
、
二
審
で
Ｊ
Ｒ
採
用

の
際
の
名
簿
不
記
載
は
、
動

労
千
葉
組
合
員
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
た
不
当
差
別
で
、

不
当
労
働
行
為
と
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
事
実
認
定

で
、
最
高
裁
は
事
実
認
定
を
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二
六
〇
名
が
結
集
し
た
二
・
一
六
関
西
国
鉄
集
会

労
働
者
の
団
結
で
国
鉄
闘
争
に
勝
利
し
よ
う
！



ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
一
〇
万
人
署
名
を

貫
徹
し
、
最
高
裁
で
解
雇
撤

回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
を
闘
い
と
ろ

う
。

④
Ｊ
Ｒ
大
再
編
と
対
決
し
、

外
注
化
・
非
正
規
化
粉
砕
・

Ｊ
Ｒ
体
制
打
倒
し
よ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
は
、

三
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
特
急

列
車
を
廃
止
・
削
減
す
る
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
地
方
切
り
捨
て
と
同
時
に
、

要
員
の
大
量
削
減
・
外
注
化

へ
の
出
発
で
す
。
す
で
に
東

京
駅
で
新
幹
線
の
出
札
・
改

札
業
務
が
外
注
化
し
、
千
葉

管
内
だ
け
で
八
駅
が
全
業
務

外
注
化
さ
れ
ま
し
た
。
安
全

の
要
で
あ
る
郡
山
工
場
な
ど

で
も
全
面
的
な
外
注
化
計
画

が
打
ち
出
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
鉄
分

割
・
民
営
化
を
上
回
る
大
攻

撃
で
す
。
こ
れ
と
対
決
し
打

ち
破
れ
る
の
は
、
階
級
的
労

働
運
動
だ
け
で
す
。

動
労
千
葉
を
先
頭
に
、
外

注
化
・
非
正
規
化
粉
砕
の
闘

い
に
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
動
労
総
連
合
を
全
国
に
作

ろ
う
！
拠
点
労
組
を
あ
ら
ゆ

る
産
別
・
職
場
に
無
数
に
作

り
出
そ
う
。

戦
争
と
民
営
化
・
外
注
化
・

非
正
規
化
を
粉
砕
す
る
道
は
、

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
第
一
に
、

新
自
由
主
義
の
先
頭
を
走
り
、

戦
争
と
民
営
化
・
外
注
化
・

非
正
規
化
に
突
き
進
む
Ｊ
Ｒ

体
制
を
打
ち
倒
す
階
級
的
労

働
運
動
を
登
場
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
第
二
に
、
戦
争
と
民

営
化
・
外
注
化
・
非
正
規
化
・

労
組
破
壊
が
公
務
員
・
民
間

共
に
襲
い
か
か
る
中
、
真
っ

向
か
ら
激
突
し
て
あ
ら
ゆ
る

産
別
・
職
場
に
階
級
的
労
働

運
動
の
無
数
の
拠
点
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
で
す
。
第
三
に

労
働
者
階
級
全
体
に
衣
食
住

が
奪
わ
れ
る
時
代
に
突
入
す

る
中
、
労
働
組
合
を
軸
に
地

域
全
体
を
決
起
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
西
郡
住
宅
闘
争
、
植

木
団
地
協
同
組
合
の
よ
う
に
、

地
域
ソ
ビ
エ
ト
に
つ
な
が
る

闘
い
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で

す
。
第
四
に
、
動
労
総
連
合

の
西
の
砦
で
あ
る
動
労
西
日

本
の
発
展
を
つ
く
り
だ
す
こ

と
で
す
。
動
労
西
日
本
を
存

在
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
本

音
で
す
。
中
西
副
委
員
長
の

職
場
復
帰
拒
否
・
解
雇
攻
撃

と
、
大
江
委
員
長
の
職
場
ビ

ラ
入
れ
に
対
す
る
厳
重
注
意

処
分
攻
撃
は
、
そ
れ
が
剥
き

出
し
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
攻
撃
に
対
し
て
ス
ト
ラ

イ
キ
を
打
ち
抜
き
、
組
織
破

壊
攻
撃
を
粉
砕
し
、
組
織
拡

大
を
実
現
し
ま
す
。

⑥
尼
崎
事
故
弾
劾
、
反
合
理

化
・
運
転
保
安
闘
争
で
闘
お

う
。今

年
は
、
尼
崎
事
故
か
ら

一
〇
年
目
で
す
。
Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
事
故
責
任
を
居
直
り
、

外
注
化
・
非
正
規
化
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
三
年
前
に

『
機
構
改
革
』
を
行
い
、
検
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修
部
門
と
運
転
士
部
門
を
分

離
さ
せ
、
検
修
部
門
を
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
に
所
属
さ
せ

ま
し
た
。
検
修
全
面
外
注
化

に
向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

動
労
千
葉
と
国
鉄
闘
争
全

国
闘
争
・
関
西
が
主
催
す
る
、

尼
崎
事
故
一
〇
周
年
弾
劾
尼

崎
現
地
闘
争
に
結
集
し
よ
う

（
四
月
二
五
日
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅

北
口
広
場
）
。
六
・
七
国
鉄

闘
争
全
国
運
動
全
国
集
会

（
日
比
谷
公
会
堂
）
を
闘
い

と
ろ
う
。

次
に
、
動
労
千
葉
争
議
団

の
中
村
執
行
委
員
か
ら
現
状

報
告
と
決
意
表
明
が
あ
り
ま

し
た
。
「
全
国
一
〇
ヶ
所
で

集
会
を
実
施
し
て
き
た
。
ス

ト
ラ
イ
キ
で
解
雇
さ
れ
た
が
、

今
こ
こ
に
立
つ
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
と
団

結
し
て
闘
い
抜
い
て
き
た
か

ら
で
す
」
。

次
に
、
動
労
千
葉
顧
問
弁

護
団
の
鈴
木
弁
護
士
か
ら
特

別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
鉄
道
パ
ッ
ケ
ー
ジ
輸
出
が

政
府
の
焦
点
。
国
内
は
無
視

し
て
い
る
。
偽
装
請
負
や
、

安
全
を
無
視
し
た
体
制
で
、

車
輪
転
削
で
小
指
を
切
断
す

る
な
ど
の
事
故
が
起
き
て
い

る
」
。

次
に
、
国
鉄
労
働
運
動
か

ら
二
労
組
よ
り
発
言
。

動
労
千
葉
の
田
中
委
員
長

か
ら
「
国
鉄
解
体
は
、
戦
後

最
大
の
労
組
破
壊
攻
撃
。
三

月
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
も

ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
。
民
営

化
で
労
働
者
は
豊
か
に
は
な

ら
な
い
」
。

次
に
動
労
西
日
本
の
中
西

副
委
員
長
か
ら
、
自
身
の
職

場
復
帰
を
求
め
た
闘
い
の
経

過
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

①
昨
年
一
〇
月
か
ら
体
調
を

崩
し
、
主
治
医
の
判
断
で
二
ヶ

月
病
欠
。

②
十
二
月
末
に
四
条
畷
駅
の

管
理
職
か
ら
、
主
治
医
に
就

業
可
否
を
伺
う
よ
う
に
支
持

を
受
け
た
。

③
今
年
一
月
五
日
に
主
治
医

か
ら
、
就
業
可
能
と
の
診
断

を
受
け
た
。

④
そ
の
日
の
う
ち
に
、
四
条

畷
駅
に
「
就
業
可
能
の
診
断

が
出
た
」
と
連
絡
。

⑤
翌
六
日
に
四
条
畷
駅
を
訪

れ
、
駅
長
お
よ
び
副
駅
長
に

診
断
内
容
を
報
告
。
副
駅
長

は
一
月
十
二
日
か
ら
復
帰
を

す
る
旨
の
通
告
。
そ
の
際
に

中
西
副
委
員
長
の
「
診
断
書

は
必
要
か
」
の
問
い
合
わ
せ

に
「
診
断
書
は
い
ら
な
い
」

と
明
言
。

⑥
七
日
、
副
駅
長
か
ら
「
復

帰
に
は
診
断
書
が
必
要
と
の

電
話
が
あ
り
、
「
主
治
医
の

病
院
は
予
約
制
で
、
次
の
診
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察
日
の
十
六
日
に
貰
い
、
提

出
し
に
行
く
」
と
返
答
。

⑦
九
日
、
副
駅
長
か
ら
電
話

が
あ
り
、
「
二
十
三
日
に
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
で
、
産
業
医
と
面
談
す

る
こ
と
」
と
伝
え
て
き
た
。

更
に
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送

る
の
で
記
入
し
て
産
業
医
に

提
出
す
る
こ
と
」
と
指
示
。

⑧
十
九
日
、
中
西
副
委
員
長

あ
て
に
封
筒
が
届
く
。
中
に

は
『
五
行
日
誌
』
・
『
睡
眠

リ
ズ
ム
表
』
と
書
か
れ
た
用

紙
が
三
セ
ッ
ト
入
っ
て
い
た
。

中
西
副
委
員
長
は
「
こ
ん
な

用
紙
記
入
強
制
は
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
不
当

だ
。
同
時
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
だ
」
と
怒
り
、
記
入

を
拒
否
。

⑨
二
十
三
日
、
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
で
梅
原
産
業
医
と
面

談
。
産
業
医
か
ら
、
「
今
の

薬
を
見
せ
て
く
れ
」
と
言
わ

れ
た
の
で
見
せ
た
。
続
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
の
で
、
書
い
て
い
な

い
と
提
出
を
拒
否
。
産
業
医

は
こ
れ
を
も
っ
て
面
談
の
打

ち
切
り
を
宣
言
し
、
復
職
で

き
な
い
こ
と
を
通
告
し
て
き

た
。
と
の
事
で
す
。
こ
の
ま

ま
復
職
で
き
ず
に
い
る
と
、

休
職
期
間
超
過
で
解
雇
と
な

り
ま
す
。
「
動
労
西
日
本
は

二
月
二
七
日
に
解
雇
粉
砕
・

職
場
復
帰
を
か
け
て
ス
ト
ラ

イ
キ
に
立
ち
上
が
る
」
と
あ

り
ま
し
た
。

次
に
決
意
表
明
が
、
関
西

地
区
生
コ
ン
支
部
、
関
西
合

同
労
組
、
八
尾
北
医
療
セ
ン

タ
ー
労
組
、
高
槻
医
療
福
祉

労
組
、
日
教
組
奈
良
市
、
全

学
連
、
大
阪
市
職
、
港
合
同

よ
り
あ
り
、
最
後
に
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
・
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
石

油
自
主
労
組
の
上
村
副
委
員

長
の
ま
と
め
と
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
終
わ
り
ま
し
た
。

一
つ
の
駅
の
業
務
を
丸
ご

と
外
注
化
す
る
と
い
う
の
は
、

ど
の
様
に
安
全
を
確
保
し
て
、

問
題
が
起
き
た
時
は
ど
こ
が

責
任
を
取
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
様
な
危
険
な
事
は
断
固

と
し
て
反
対
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

昌
一
金
属

Ａ
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